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「
飛
躍
の
年
」

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、後
援
会
の
皆
様
に
は
、力
強
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
員
活
動
に
お
い
、地
域
に
お
い
て

は「
道
路・通
学
路
整
備
」「
小
清
水
ふ
れ
あ
い
朝
市
」

「
あ
い
づ
ま
ま
も
る
隊
」「
豊
田
ほ
っ
と
か
ん
地
域
巡

回
車
両
」「
東
新
こ
ど
も
広
場
設
置
」「
広
久
手
町
７

―
９
規
制
解
除
」な
ど
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、市
政
で
は「
こ
ど
も
園・小
中
学
校
の
環
境
整

備
」「
高
齢
者
健
康
づ
く
り
」な
ど「
子
育
て
」「
高
齢

化
問
題
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
、行
政
に
提
言
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

議
員
２
期
目
と
な
り
、住
み
よ
い
小
清
水・逢
妻
地

区
、安
全
安
心
な
豊
田
市
を
目
指
し
、さ
ら
に
頑
張
る

所
存
で
す
。今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導・ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
御
健
勝
、御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

あさい保孝ホームページ発信中 http://www.hm8.aitai.ne.jp/～yas5841/

検索豊田市浅井保孝 豊田市浅井保孝をクリックして下さい



■ あさい保孝市議に期待します
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
御
座
い
ま
す
。

　

昨
年
は
あ
さ
い
市
議
の
２
期
目
に
皆
様
の
御
支
援
に
よ
り

当
選
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
一
期
目
に
本
人
の
活
動

の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
期
目
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
・
中
学
生
の
通
学
時
の
事
故

防
止
に
も
４
年
間
以
上
も
休
み
な
く
続
い
て
お
り
、今
ま
で

通
学
時
の
交
差
点
で
の
事
故
は
無
く
、保
護
者
も
安
心
し
て

学
校
に
送
り
出
し
て
お
り
ま
す
。又
、地
区
の
要
望
に
も
色
々

熱
心
に
対
応
し
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。昨
年
度
は
他
の

市
議
で
問
題
が
有
り
ま
し
た
が
、私
達
浅
井
市
議
を
送
り
出

し
た
事
は
、間
違
い
で
な
か
っ
た
と
自
信
を
も
っ
て
言
え
ま
す
。

　

２
期
目
に
入
り
更
に
厳
し
い
要
求
も
出
る
か
と
思
い
ま
す

が
、各
自
治
区
の
安
全
・
安
心
・
住
み
よ
い
街
作
り
を
行
っ
て
今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、皆
様
に
よ
り
愛
さ
れ
る
市
議
に

な
る
様
に
、後
援
会
員
と
し
て
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
、あ
さ

い
市
議
の
益
々
の
ご
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。後
援
会

の
皆
様
方
に
は
、ご
健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、常
日
頃
よ
り
、浅
井
保
孝
後
援
会
に
対
し
ま
し

て
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浅
井
市
議
は
、皆
様
方
の
ご
支
援
を
胸
に
豊
田
市
政

に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。現
在
、豊
田
市
議
会
に

お
い
て
、教
育
社
会
委
員
会
委
員
長
、自
民
ク
ラ
ブ
で
は

総
務
会
委
員
、政
務
調
査
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、幅
広
い

政
策
通
と
し
て
各
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

浅
井
市
議
の
基
本
理
念
で
あ
る「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」「
子
育
て
」「
高
齢
者
問
題
」へ
の
取
り
組
み
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、二
期
目
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
、三
期

目
、四
期
目
と
つ
な
が
る
実
績
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。地
域
の
皆
様
と
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
浅
井
市

議
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。目
を
離
さ
ず
、引
き
続
き
支
援
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

宮
口
上
後
援
会
長

宮
口
一
色
後
援
会
長

篠
田
　
勝
昭

塚
本
　
重
夫

　
　
あ
さ
い
市
議
に
期
待
し
ま
す



■ あさい保孝市議に期待します
　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
お
正
月
を
迎

え
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、あ
さ
い
議
員
を
２
期
目
の
市

議
会
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。み
な
さ

ん
の
御
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

２
期
目
当
選
後
も
あ
さ
い
市
議
は
、１

期
目
の
当
初
と
変
わ
ら
ず
、毎
朝
の
子
ど

も
た
ち
の
通
学
の
見
守
り
と
区
域
内
の
安

全
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
行
動
を
す
す

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
逢
妻
地
区
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、

南
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
が
進
め
ら
れ
地
域
の

風
景
が一
変
し
て
き
ま
し
た
。生
活
環
境
の

変
化
が
目
に
見
え
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
と
一
緒
に
つ
く
る
、す
み
よ
い
ふ

る
さ
と
」を
実
現
す
る
の
に
ま
す
ま
す
活

躍
を
し
て
い
た
だ
く
と
き
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
の
２
期
目
は
、地
域
に
軸

足
を
置
き
さ
ら
に
躍
進
を
遂
げ
る
と
き
で

す
。地
域
の
信
頼
を
糧
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。ま
ず
は
、浅
井
さ
ん
が
２
期
目
の
選

挙
を
無
事
に
通
過
し
、市
政
・
市
議
会
の
中

心
で
目
覚
ま
し
く
活
躍
出
来
て
い
る
こ
と

も
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
、日
本
中
で
大
き
な
災
害

が
続
き
ま
し
た
。特
に
台
風
に
よ
る
被
害

は
、今
ま
で
比
較
的
無
縁
で
あ
っ
た
千
葉

県
、長
野
県
に
大
打
撃
を
与
え
、備
え
の
遅

れ
、ま
ず
さ
に
対
し
、知
事
達
の
苦
悩
の
様

子
が
Ｔ
Ｖ
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。対

岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
達
の
住
む

逢
妻
中
学
区
・
小
清
水
小
学
区
も
自
然
災

害
に
は
弱
い
地
域
で
す
。ま
た
、交
通
環
境

も
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
自
身
で

備
え
る
と
共
に
、あ
さ
い
保
孝
議
員
と
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
住
み
良
い
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
目
で
と
う
御
座
居
ま
す
。

　

今
年
は
ね
ず
み
年
で
す
。「
子ね

年ど
し

」の
人

は
昔
か
ら
活
動
家
で
勘
と
ヒ
ラ
メ
キ
が
鋭

い
と
、又
昔
の
船
乗
り
の
間
で
は「
ね
ず
み

の
い
な
い
船
に
は
乗
ら
な
い
」と
言
う
合
言

葉
が
あ
っ
た
と
か
…
…
！

　

今
年
も
、浅
井
市
議
に
お
か
れ
ま
し
て
は

「
子
年
」の
ご
と
く
大
い
に
活
躍
を
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
市
議
会
の
中
で
、教
育
社
会
委
員

会
と
言
う
重
要
な
ポ
ス
ト
の
中
市
民
の
為

又
逢
妻
地
域
の
為
に
今
年
も
元
気
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
…
…
！　

フ
レ
ー
フ
レ
ー
！

　

去
年
は
広
久
手
町
も
大
変
に
お
世
話

に
成
り
ま
し
た
。特
に
町
民
の
願
い
で
し
た

７
１
９
交
通
規
制
問
題
を
解
決
し
て
頂
き

ま
し
た
。大
変
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
し
た
。

　

ね
ず
み
年
の
今
年
は
、浅
井
市
議
を「
ち

ゅ
う
」し
ん
で
…
…
ね
ず
み
算
の
ご
と
く
、

後
援
会
が
増
々
大
き
く
成
っ
て
行
く
年
を

期
待
し
て
ま
ー
す
。

チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
…
…
ネ
…
…
！

宮
口
新
田
後
援
会
長

本
地
新
田
後
援
会
長

広
久
手
町
後
援
会
長

岡
田
　
一

杉
本
　
鉄
美

太
田
　
公
麿

　
　
２
期
目
の
躍
進
に
期
待

　
　
浅
井
保
孝
後
援
会
の
皆
様



●ゴミステーションの清掃活動
　清掃ボランティア活動
　町内 6：３０～ ２回/月
　自治区内 8：00～ 1回/月

●毎週火・水曜日
の各自治区事務所
訪問
　区長さんより、区
内の取組事項・市へ
の要望事項の確認

活動報告
■ 定期活動　毎日・毎週の活動として継続しています

■ 地域の皆さんと

■ 地域の要望に応えて国への予算要望

毎朝の立哨活動（平成２７年３月～）
７時30分宮上町6丁目交差点、7時50分から小清水小学校交差点
４年目になる活動です。

あいづままもるくん

●国への予算要望
　自民クラブ四役、各常
任委員長で、八木哲也環
境大臣政務官、参議院、
経済産業省、財務省など
にうかがい、豊田市への
予算要望活動を行いまし
た。（11月7日）

●太田市長への
　予算要望
　自民クラブ議員団と
して地域要望、部会要望
を太田市長に提出しまし
た。市全体、地域課題につ
いて要望・提言を行ってい
ます。

●宮口新田自治区防災訓練
　炊き出し、煙幕訓練、地震体験など、みんなで体
験しました。あいづままもる隊も参加しました。

（１1月17日）

●第２回やつば池クラブ・やつば池祭り
　やつば池周辺の草刈りや花壇作りなどに取り組
んでみえるボランティアです。芋掘り体験や焼き
芋・甘酒炊き出しなどなど盛りだくさんです。

（10月26日）

●宮口一色自治区防災訓練
　ボーイスカウト豊田第２団による炊き出しや煙
幕体験が行われ、体験の後は、研修会や自治区防
災会説明など盛り沢山の内容です。（１1月24日）

●広久手町秋祭り文化祭
　「巫女舞・あいづま鼓」の奉納演技が行われま
す。毎朝登校時に挨拶する子どもたちの、立派に
演技している姿に感動しました。（１0月19日）

●宮口上フェスタ
　食品販売、棒の手演技、ゲームコーナー、防災体
験、地元の日本赤十字豊田看護大学による健康チェ
ックコーナーなど盛りだくさんです。（11月9日）

●宮口上緑を守る会・コスモス鑑賞会
　お汁粉の炊き出しもあり多くの方が来場されま
した。宮口上緑を守る会は、農地の維持、質的向上
を目的に、溜め池の周囲の草刈りなどを行っていま
す。（10月23日）



活動報告
■ 教育・子育てを考える

あいづままもるくん

■ 安全・安心なまちづくり

●下校パトロール
　地区自主防犯会・あいづままもる隊が、冬休み
前の最後の下校に合わせて、小清水・美山小学校で

「子どもたちを歩いて届けようパトロール」を行い
ました。（１2月23日）

●逢妻子ども食堂「きらりん」
　今月のメニューは、シーチキンライスとシチュー
です。２５名の子どもたちが参加してくれました。
みんなで調理、食事した後は、学習の時間です。

（１1月9日）

●豊田警察署とあいづままもる隊
　合同の年末一斉警戒出発式
　太田豊田市長、安藤豊田警察署長などから激励
をいただき、各地区にパトロールに出発していきま
した。私もパトロールに出発しました。（１2月2日）

●第２４回豊田市こども発達センター
　公開セミナー
　「重い障がいのある子の生活を支える」をテー
マに、講師は、三浦清邦先生（愛知県医療療育総合
センター中央病院副院長、前こども発達センター
長）、野田聖子衆議院議員です。（１1月10日）

●子どもシンポジウム
　今年も、豊田産業文化センター青少年センターで行われました。子ども
会議子ども委員が、まちをよくするために考えた提案を発表しました。

（１2月15日）

●通学路にガードパイプ設置
　旧セブンイレブン交差点～丸根町６丁目交差点
間の歩道にガードパイプ設置工事を行いました。

●第14回愛知県市町村対抗
　駅伝競争大会
　豊田市チームは、３連覇は逃しましたが３位入賞
を果たしました。逢妻中学校３名の選手も頑張りま
した。（１2月7日）

●第22回豊田市障がい者作品展
　豊田市美術館で開催されていました。昨年よりも出展
数も多くなり、今年も「アティックアート」コーナーに作品
が並びました。（１2月5日）

●止まってくれてありがとう運動
　逢妻地区がモデル地区でスタートした「止まっ
てくれてありがとう運動」の横断幕、横断歩道旗が
出来上がり、早速「あいづままもる隊」のメンバー
も登下校時の立哨活動に使い始めました。率先し
て、ドライバーに感謝の気持ちを伝えています。

（１1月１1日）

●広久手町地内
　７～９規制解除
　宮町５丁目（トヨタカローラ
中京交差点）の７時～９時の
進入禁止規制を豊田警察署
に要望し解除しました。

●防犯カメラの
　設置
　中部電力・豊田警察
署と連携し、小清水小
学校区通学路の5ヶ所
に設置していただきま
した。

●小清水小学校東
　コンビニ前の歩道
　雨水対策
　通学を道路が冠水してし
まうため側溝の緊急改修工
事を行いました。



活動報告

●宮口神社秋の大祭
　秋空のもと、宮口神社秋の大祭が行われました。巫女舞の子どもたち２５名は２ヶ月練習し立派に舞うことができました。鉄砲隊１０丁、棒
の手２００名の気合いの入った演技に境内は大きな拍手で盛り上がりました。（10月27日）

●豊田市棒の手保存会の「東京 靖国神社みたままつり」奉納演技
　会場は初めて見る棒の手迫真の演技に大歓声が上がりました。９月から始まっ
たラグビーワールドカップのおもてなし事業も、保存会の皆さんが頑張りました。

（7月13日）

●棒の手保存会との意見交換会
　「豊田市棒の手保存会」と「棒の手保存会豊田市議会
議員連盟」との意見交換会が豊田市役所南庁舎で行わ
れました。国指定・後継者問題などについて、活発な意
見交換がされました。（11月22日）

■ 地域の伝統芸能

■ 高齢者の皆さんと

●本地新田自治区明朗会の
　「フラダンスチーム」
　豊田市駅前で開催された「あそべるとよたフレ
ッシャーズ！」に本地新田自治区明朗会の「フラダ
ンスチーム」が出演しました。（１1月17日）

●西山自治区ふれあいサロン
　今年、最後のふれあいサロンです。健康体操の後は、ビンゴゲームです。
女性ボランティアによる昼食も美味しくいただきました。（１2月4日）

●グランドゴルフ大会
　宮口一色自治区グランドゴルフ大会が開催さ
れました。皆さんの充実した表情に大会の盛り上
がりを感じました。ホールインワンも２つありまし
た。（9月29日）

●逢妻高齢者クラブ連合会「芸能発表会」
　第２２回逢妻高齢者クラブ連合会「芸能発表会」が開催されました。合唱や踊りな
ど、毎週練習して、いよいよ本番です。（１1月8日）

●人工呼吸AED研修
　宮口新田高齢者クラブが行いました。自主的に
企画した研修で、今回が２回目です。皆さん真剣
に取り組んでみえました。

（１0月31日）



活動報告
　地域住民の交流・参加者の生きがい健康づくりを、通しての地域の活性化を目的に平成２６年１０月に始まった「小清水ふれ
あい朝市」も開催回数１００回を迎えました。
●太田稔彦豊田市長、神谷和利県議、鈴木雅博県議が、来場され、地域の皆さんと談笑されました
●子ども服販売コーナー・おもちゃコーナーも人気です。

■ こしみずふれあい朝市

●太田市長と一緒に五平餅を ●太田市長と男性スタッフ

●太田市長と女性スタッフ ●子供服販売コーナー

●神谷県議、五平餅購入ありがとうございました

●おもちゃコーナー

●鈴木県議と女性スタッフ

　１月９日（水）豊田市福祉センターにて、豊田警察署感謝状贈呈式が行わ
れ、一昨年、昨年に続き「あいづままもる隊」に拝領いただきました。
　私も、サラリーマン時代からの豊田警察署少年補導員活動や青パト活動に
より昨年に続き、感謝状をいただきました。

■ 豊田警察署より感謝状授与



　令和元年度・宮口地区・本地新田地区市政報告会を開催
させていただきました。環境大臣政務官 八木哲也衆議院
議員、神谷和利愛知県議会議員より、ご挨拶いただき、報
告として地区内の道路計画や豊田市が取り組んでいる在
宅医療などについて報告させていただきました。多くの
区民の皆さんに参加いただきありがとうございました。

本地新田地区：令和元年11月24日
　　　　　　　 本地新田区民会館
宮口一色地区：令和元年11月30日
　　　　　　　 宮口一色区民会館
宮 口 上 地 区：令和元年12月8日
　　　　　　　 宮口上区民会館

開
催
日

■ こども園保育環境の整備 9月議会本会議質問で市へ提言！

■ 令和元年市政報告会

要 望

回 答

要望

回答

要望

回答

要望

回答・地元との調整をし、
　確保に努める

・本地こども園
　他12を整備する

要 望

回 答 ・公費で回収する（週3）
・公立こども園の他
　私立についても調整する

●①市による
　紙おむつの回収

●③駐車場の確保

・導入に
　向けた実証験を行う

●④ICTの導入
　（情報通信技術）

・採用を拡大する

●⑤看護師
　配置の拡大

●②トイレの洋式化

八木哲也衆議院議員 神谷和利県議会議員


